第50号様式
結核患者入退院届出票
保 健 所 長 殿
フ リ ガ ナ　　　　　　　 　　　　　　　　　　　　　　　　　
患者氏名　　　　　　　　　　性別　　　年齢　　　生年月日　　　年　　　月　　　日
患者住所　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　患者職業　　　　　　　　　
世帯主氏名　　　　　　　　　　　　　　　　　患者との続柄　　　　　　　　　　　　
入院年月日　　　　　年　　　月　　　日　　退院年月日　　　　　年　　　月　　　日

入院時・退院時の病状（入退院時とも記載）　　　　　退院時の状況（退院時のみ記載）
病名　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　退院理由
学会分類
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　今後の方針
菌検査　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
１．治療継続
検査日　／　　　 ／　　 　／　 　　／　　　　 　　　当院・他院（　　　　　　　　　　）
検体（　　　）（　　　）（　　　）（　　　）　
２．経過観察
塗抹（　　　）（　　　）（　　　）（　　　）　　　　　　　年　　月　　日～　　ヶ月毎
培養（　　　）（　　　）（　　　）（　　　）　　 
３．観察不要
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 年　　月　　日治療終了
その他所見　　　　　　　　　　　　　　　　　その他連絡事項

入院を要する理由（入院時のみ記載：１～３及びア～ウに○をし該当欄に状況を記載のこと）
１．喀痰塗抹検査の結果が陽性であり、結核のまん延を防止するため入院が必要。（菌検査欄に記載）
２．喀痰、胃液又は気管支鏡検体を用いた塗抹検査、培養検査又は核酸増幅法のいずれかの検査の
結果が陽性であり、下記の理由により、結核のまん延を防止するため入院が必要。
　　　ア　感染防止のために入院が必要と判断される呼吸器等の症状がある（その他所見欄に記載）
　　　イ　外来治療中に排菌量の増加がみられている（菌検査欄に記載）
　　　ウ　不規則治療や治療中断により再発している（その他所見欄に記載）
３．その他

記載日　　　　年　　　月　　　日
医療機関名
及び所在地
病院管理者氏名　　　　　　　　　 (印)
（署名又は記名押印）
なお、同法を遵守し、記載事項に虚偽がないことを誓約します。
感染症法第53条の11（病院管理者の行う届出）


病院の管理者は、結核患者が入院したとき、又は入院している結核患者が退院したときは、　7日以内に、その患者について省令で定める事項を最寄の保健所長に届出なければならない。








